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平原和朗 地震学講座 

～地震学の基礎（地震がわかる）～ 

 

香川大学危機管理教育・研究・ 

地域連携推進機構 

 

香川大学では、地震学についての理解を深めるため、昨年度に引き続き、平原和朗客員教授

をお招きし、地震学講座を開催しています。 

平原先生は、多くの政府委員会の委員や会長を歴任され、地震学に精通されています。昨年

３月に京都大学を退官され、京都大学名誉教授に就任される他、同年４月からは香川大学客

員教授にも就任されています。 

私たちの多くは、西南日本大震災を引き起こす次の南海トラフ巨大地震に遭遇する可能性が

高いと思われます。どういった地震なのでしょう。また、その発生予測・今後の地震学は、

といったことを、地震学の基礎から考えてみましょう。 

 

記 

 
 
○講義場所：香川大学創造工学部（林町キャンパス） 講義棟１階３１０１講義室 

○日  時：地震学講座 講義日時 

・講義回数：６回（シリーズ） 

・講義時間：９０分 

回数 講義日 講義時間 場 所 

第１回 2019年 4月 26日(金)実施済 10:30-12:00 
香川大学創造工学部 

講義棟１階３１０１講義室 

第２回 2019年 5月 10日(金) 実施済 10:30-12:00 同 上 

第３回 2019年 5月 24日(金) 実施済 10:30-12:00 同 上 

第４回 2019年 6月 7日(金) 実施済 10:30-12:00 同 上 

第５回 2019年 6月 21日(金) 実施済 10:30-12:00 同 上 

第６回 2019年 7月 5日(金) 10:30-12:00 同 上 
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○キーワード： ・地震がわかる、・南海トラフ巨大地震、・日本の地震活動 

・地震研究の現状と今後 

 

○講義内容 

第１回 地球の内部構造と大地の動き 
第２回 地震って？ 
第３回 日本の地震活動 
第４回 短・長周期地震動、ゆっくり地震 
第５回 東北沖地震＆南海トラフ巨大地震 
第６回 地震予測研究と今後の地震学 

 

○平原先生の主な経歴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

  

1952 年 広島県呉市に生まれる 
1975 年 京都大学理学部卒業 
1981 年 京都大学理学博士 
1983 年 京都大学防災研究所助手 
1984 年 米国地質調査所（カルフォルニア州メンロパーク）研究員 
1992 年 京都大学防災研究所助教授 
1996 年 名古屋大学大学院理学研究科教授 
2005 年 京都大学大学院理学研究科教授 
2018 年 香川大学客員教授 
     理化学研究所 革新知能統合研究センター 非常勤研究員 
         現在に至る 
 
学会・委員会活動 
2008 年～2012 年 日本地震学会会長 
2012 年～2019 年 地震予知連絡会会長 
2013 年～     文科省地震調査研究推進本部政策員会調査観測計画部会長 
2015 年～2017 年 内閣府中央防災会議南海トラフ巨大地震対策 WG 委員 
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平原和朗 地震学講座（第１回） 報告 

～地震学の基礎（地震がわかる）～ 

 
日時：平成３１年４月２６日（金）１０時３０分～１２時００分 
会場：香川大学創造工学部（林町キャンパス） 講義棟１階３１０１講義室 
内容：『地球の内部構造と大地の動き』 
講師：平原和朗香川大学客員教授（京都大学名誉教授） 
参加者数：５５名 

 
南海トラフ地震とはどういった地震なのか、また、地震の発生予測や今後の地震学とは、といっ

たことについて学ぶことを目的に、昨年度に引き続き地震学講座（全６回）を開催しています。 
昨年度の課題として、学生参加がなかったことが挙げられるため、今年度は理系学生が参加しや

すいよう、林町キャンパスで開催することとしました。 
４月２６日に開催した第１回講義の参加者は、本学学生２１名を含む５５名でした。 
初回は、導入編として、地震学の用語解説や、地球の内部構造や地震波の伝わり方についての講

義がありました。 
受講者からは、「地震の構造を解明することで発生を止めることはできないか？」「地球磁場が逆

転することでどのような現象が生じるか？」等の質問がありました。 
 

  
配布資料抜粋(1)                配布資料抜粋(2) 

 
配布資料抜粋(3)                4 月 26 日講義風景 

 
※配布資料抜粋（１）記載の講義会場は、正しくは、講義棟１階 3101講義室 
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平原和朗 地震学講座（第２回） 報告 

～地震学の基礎（地震がわかる）～ 

 
日時：令和元年５月１０日（金）１０時３０分～１２時００分 
会場：香川大学創造工学部（林町キャンパス） 講義棟１階３１０１講義室 
内容：『地震って？』 
講師：平原和朗 香川大学客員教授（京都大学名誉教授） 
参加者数：５３名 

 
第２回参加者は、本学学生１７名を含む５３名でした。 
第２回目は、地震が起こるメカニズムや、マグニチュードや震度という地震に関する概念等につ

いての講義がありました。 
地震計の振幅から計算されるマグニチュード（Ｍ）は、Ｍ７～８を超えると同じになる（＝Ｍの

飽和）ことから、Ｍ８を超えるとＭｗ（モーメントマグニチュード）が用いられるとのことでし

た。また、１９９５年の兵庫県南部地震の翌年から震度計を用いて震度を決定するようになるま

で、基本的には、人間が判断して震度を決定していたということが紹介されました。 
受講者からは、「震度６～７のとき、実際にどれくらい大地が動くのか。」「世界で起こっている

地震のマグニチュードは、気象庁マグニチュードと同じ尺度なのか。」等の活発な質問がありまし

た。 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
配布資料抜粋(1)                 配布資料抜粋(2)  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

        配布資料抜粋(3)                                     5 月 10 日講義風景 
  



5 
 

平原和朗 地震学講座（第３回） 報告 

～地震学の基礎（地震がわかる）～ 

 
日時：令和元年５月２４日（金）１０時３０分～１２時００分 
会場：香川大学創造工学部（林町キャンパス） 講義棟１階３１０１講義室 
内容：『日本の地震活動』 
講師：平原和朗 香川大学客員教授（京都大学名誉教授） 
参加者数：５７名 

 
第３回参加者は、本学学生１６名を含む５７名でした。 
第３回目は、日本で過去発生した地震やその規模についての講義がありました。 
日本史上で、被害が記述された最古の地震が発生したのは、推古７年（５９９年）であり、それ

以降も多数の地震に見舞われてきたことが、データを用いて紹介されました。 
なかでも、貞観地震（８６９年）と仁和地震（８８７年）の発生状況は、東北地方太平洋沖地震

（２０１１年）と来るべき南海トラフ巨大地震のそれと似ているとの指摘があり、受講者は真剣

な表情で講義に聞き入っていました。 
受講者からは、「日向灘沖地震と南海トラフ地震との関連は何か。」、「過去の地震のマグニチュー

ドはどのように算出しているのか。」等の質問がありました。 

  
     配布資料抜粋(1)                  配布資料抜粋(2)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

      配布資料抜粋(3)                                     講義の様子 
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平原和朗 地震学講座（第４回） 報告 

～地震学の基礎（地震がわかる）～ 

 
日時：令和元年６月７日（金）１０時３０分～１２時００分 
会場：香川大学創造工学部（林町キャンパス） 講義棟１階３１０１講義室 
内容：『短・長周期地震動、ゆっくり地震』 
講師：平原和朗 香川大学客員教授（京都大学名誉教授） 
参加者数：４８名 

 
第４回参加者は、本学学生１３名を含む４８名でした。 
第４回目は、地震波の周期の違いによる特徴や、地震波を放射しない「ゆっくり地震」について

の講義がありました。 
数秒から十数秒の周期でゆっくり揺れる地震動のことを「長周期地震動」といい、震源から遠く

離れたところまで伝わりやすい性質があるということです。また、主成分の周期が２秒以下の振

動を「短周期地震動」といい、比較的低層の建物に大きな被害を及ぼしやすく、「キラーパルス」

と表現されることもあります。 
一方「ゆっくり地震」とは、ゆっくり断層が動いて、地震波を放射せずにひずみエネルギーを開

放する現象のことをいい、２０００年代初頭から検出されるようになったということが紹介され

ました。 
受講者からは、「南海トラフ地震の発生確率の積算には、地震の予兆のデータ等を考慮に入れて

いるのか。」、「長周期地震動は、免震構造の低層な建物にはどのような影響があるのか。」等の質

問がありました。 
 

 

 

 

配布資料抜粋（１） 配布資料抜粋（２） 

配布資料抜粋（３） 講義の様子 
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平原和朗 地震学講座（第５回） 報告 

～地震学の基礎（地震がわかる）～ 

 
日時：令和元年６月２１日（金）１０時３０分～１２時００分 
会場：香川大学創造工学部（林町キャンパス） 講義棟１階３１０１講義室 
内容：『東北沖地震＆南海トラフ巨大地震』 
講師：平原和朗 香川大学客員教授（京都大学名誉教授） 
参加者数：５９名 

 
第５回参加者は、本学学生９名を含む５９名でした。 
第５回目は、２０１１年に発生し、甚大な被害をもたらした「東北地方太平洋沖地震」のメカニ

ズムと、今後発生が確実視されている「南海トラフ巨大地震」についての講義がありました。 
東北地震前は、Ｍ７クラスのアスペリティ（通常は陸側プレートと強く固着しているが、地震時

に大きくすべる領域のこと。）が連動して破壊され、Ｍ８クラスの地震が発生し得ることは想定し

ていたが、Ｍ９クラスの地震の発生は想定できなかったとのことでした。 
また、南海トラフを震源とする地震は、過去に何度か発生しているが、それらの巨大地震の発生

５０年前から発生後１０年間の期間において、内陸地震が活発化する傾向にあるということが紹

介されました。 
１９９５年の兵庫県南部地震以降、内陸地震活動が活発化していることは無視できないのではな

いか、という見方も示されました。 
受講者からは、「現在海底に露出している地点が、将来的にアスペリティになる可能性があると

ころは分かるのか。」、「中央構造線と南海トラフに何か関連はあるのか。」等の質問がありました。 
 

 

配布資料抜粋（１） 配布資料抜粋（２） 

配布資料抜粋（３） 講義の様子 


